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台東区民憲章 

       あしたへ 

 

江戸の昔、「花の雲 鐘は上野か 浅草か」と詠まれたわたくしたちのまち

台東区には、磨き抜かれた匠の技や気さくで人情あふれる暮らしが、今もあち

らこちらに息づいています。 

わたくしたちは、先人が築いてきた文化や環境を大切にして、伸びゆく住み

よいまちを目指し、この憲章を定めます。 

 

 

たからものを うけつぎ こころゆたかな まちにします 

 

おもてなしの えがおで  にぎやかな まちにします 

 

おもいやり ささえあい あたたかな まちにします 

 

みどりを いつくしみ さわやかな まちにします 

 

いきがいを はぐくんで すこやかな まちにします 

 

             （平成 18 年 12 月 14 日 告示 第 688 号） 
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台東区は、令和元年度に「台東区花とみどりの基本計画」を策定し、みどり

の保全と緑化の推進、花の心プロジェクトに取り組んでまいりました。 

近年、地球温暖化をはじめとした環境問題や生物多様性の保全、気候変動に

よる猛暑や自然災害の頻発など、区を取り巻く環境は大きく変化しています。 

このような中、令和５年度に台東区環境基本条例を制定し、環境基本計画の

中間改定も行い、社会動向等の変化などを踏まえ、この度「台東区花とみどり

の基本計画」の中間改定を行いました。 

本区は、歴史ある寺院や神社が多く、その境内にはまとまった樹林地が存在

し、歴史や文化を身近に感じるとともに落ち着いた雰囲気を形成しています。 

また、江戸時代から朝顔市や植木市等の花とみどりに関連した行事が行われ

るとともに、古くから園芸文化に親しんだ歴史があり、今も日々の生活の中に

花とみどりが根付いています。 

花やみどりを守り、さらに創出するため、これまでの取り組みや花の心プロ

ジェクトの一層の普及啓発に取り組むとともに、共同住宅が多い本区の特性を

踏まえた施策を展開することで、これまで以上に、人々にやすらぎや潤い等を

もたらす花とみどりの保全、活用、創出を進めてまいります。 

引き続き皆さまからのご理解とご協力をお願いいたします。 

結びに、本計画の改定にあたり、台東区花とみどりの審議会委員の方々をは

じめ、多くの皆様から貴重なご意見を頂きましたことに対し、心から御礼申し

上げます。 

 

 

令和７年３月 

台東区長 

 

台東区花とみどりの基本計画の中間改定にあたって 



 

 




